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は じめに

バ ルザ ックの作 品を見渡 してみ る と、裁判の場面が頻繁 に描か れているこ とに気付か な

いわけにはいかない。その例 を求めるな らば、 『村 の司祭』 にお けるフラ ンソワ ・タシュロ

ンの裁判 の場面や、 この論考 で扱お うとしてい る 『暗黒事件』のマ ラ ン誘拐 をめ ぐる裁判

な どを容易 に思 い浮 かべ るこ とがで きる。 しか しこの他 にも 「赤 い宿屋』 での殺人事件 に

関す る裁 判、 『娼婦 の栄光 と悲惨 』 のク ライマ ックス場面 での リュシア ンの裁 判 な ど、枚

挙 にい とまが ない。 「人間喜劇』以外 のバ ルザ ック作 品で も、初期小説 『アネ ッ トと罪人』

や、 「風流滑稽 謳』 に収 め られた 「妖魔伝」 の ような一風変 わった擬 古文 の物語 にまで裁

判の場面が登場 するのである。

このようにバ ルザ ックが繰 り返 し裁判の場面 を描 くの は、作 家 の伝記 的事実 に よる とさ

れ るこ とが多い。バ ルザ ックは1816年 か ら1819年 にかけてパ リ大 学法学部で学 び、法学

バ カロ レアの一次試験 にまで合格 している。 またこれと並行 して代訴人ギ ヨネ=メ ルヴ ィ

ルの法律事務所 に見 習い書記 として入 り、 そこで本人 の言 う通 り、小説世界 にお ける 「事

件 を動 かすために十分 な訴訟手続 きを学 ぶ ことがで きた」1)とい う。バ ルザ ックはのちに、

公証人パ ッセの事務所 に移 り、書記 として働 きもした。 この作 家 についての最 も優 れ た伝

記 の著者 であるロジェ ・ピエ ロが書 いている ように、バ ルザ ックはこ うした経験 をす る う

ちに、「数多 くの法律 に関わ る実例 を知 り、それ らを銘記 す るこ とに よって、家族 の深 く

秘 め られ た秘 密や、訴 訟の事例 に満 ちあふ れた作 品 をよ り豊 か な ものにす るこ とがで き

た」2)と考 えることが で きよう。

またバ ルザ ック自身が直面 した事実で、 これ に劣 らず重要 な意味 を持つ のは、彼 と彼の

家族 を多 かれ少 なか れ巻 き込 んだ犯罪事件 である。 この点 につい てはまず、作 家の叔父で

あるルイ ・バルサの事件 を挙 げなければな らない。バ ルザ ックの父ベルナール=フ ラ ンソ

ワの末弟であ るこの人物 は、「身持 ちの悪 い娘 」で妊娠 六 ヶ月で あったセシル ・スー リエ

を殺害 したか どで1818年 に逮捕 され、翌年死刑 となった3)の であ った。 そ して1839年 に

は彼 の出版界 の友 人たちを巻 き込 んだペ イテル事件が起 こる。妻 と使用 人を殺害 した とし

て有罪判決 を受 けた公証 人ペ イテルの罪 を晴 らす ためにバ ルザ ックは大 いに奔走 し、彼 を

弁護す る文章 まで もの したが、結 局はそれ も徒 労 に終わ り、被告 は死刑 に処せ られた4)。

バ ルザ ックの作 品で描 かれる裁判 の場面 について語 るな ら、 こう した伝 記的事実 を考慮
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に入れるのが必要不可欠であるのは言 うまでもないだろう。 しか し作者がこの分野につい

て語 るのに十分な題材を持 ってお り、それに恐 らく大 きな関心 を寄せているか らと言っ

て、それが必ず しも作品の中に頻繁に裁判の場面が現れる理由とはならない と主張するこ

とも同様に可能である。 したがって、次のように問題提起をすることができるだろう。バ

ルザ ックの作品において司法が問題 となる場面は、どのような役割 と意義を持っているの

か。これらの裁判の場面が小説にいかなる文学的価値を付与するのであろうか。この論考

では、「暗黒事件』の裁判の場面における言語の分析 を行うことによって、これらの問題

に答えていくことにしたい。

1.無 実の死刑囚 たち

バ ルザ ックが描 く裁判 にお いては、 しば しば死刑宣告 を受 ける被告人が登場す る。 そ し

て前述 したように、 これ らの事 件 について は、 ときに小 説上の事件 と現実の事件 との 問に

直接 的な関係 を認 める ことが で きるこ ともあ る。例 えば 「村の司祭』 にお けるタシュロ ン

の事件 は、遠い過去 に起 こったルイ ・バ ルサ の事件 を想起 させ る と同時に、小説 テクス ト

の中で も言及 されてい るように、裁判 官 フユアルデスの殺人5)と い う同時代 の事件 に も関

連 してい るのであ る。一 方 『暗黒事 件』 は前 述 したペ イテル事 件 の直後 に書 か れてい る

し、それ と同時に作者 自身が前書 きで述べ てい るように、1800年 に起 こった上 院議員 ク レ

マ ン ・ド ・リの誘拐 事件 に取材 している6)。

そ してこれ らバ ルザ ック作 品にお ける死刑 囚たちの もう一つの共通点 は、彼 らが不 当な

判決 を受 けている とい うことである。 「赤い宿屋』 におけるように全 くの無実の こともあれ

ば、 グララン夫人へ の恋か ら殺意 も計画 もな く殺人 を犯 して しまった タシュロンの ように、

情状 酌量 の余地が あ るに もかか わ らず死刑判 決 を受 けて しまう場 合 もあ る。 『暗黒事件 』

の場合 には、オー トセ ール兄 弟、 シムーズ兄 弟 と使 用人 ミシュー とい う五人 の被 告人 は、

ゴ ン ドル ヴィル伯爵の誘拐 に関与 していなか ったに もかか わ らず、裁判 のあ とで シムーズ

兄弟 は懲役刑 、オー トセール兄弟 は徒刑 を科せ られ、 ミシューは死刑判 決 を受け る7)。 こ

の作 品の下敷 きとなってい る現実の事件 に関 して言 えば、バ ルザ ックはペ イテルの無罪 を

信 じてい た し、S.-J.ベ ラールの分析 に よれば、ク レマ ン誘拐事件 の首謀者 シ ャルル ・ゴ ン

デ と二人の共謀者 は、司法 の追求 を免 れている との ことである8)。

もしバ ルザ ック作 品にお ける裁判 の場面が 、 こうした司法 の過誤 をテーマ としてい るな

らば、バ ルザ ックが演 出す る法廷で の発言 は、司法 の不 当 さに対 する、 とくに弁護側か ら

の異議 申 し立 てが その第一 の意義であ るとい うことになるだろ う。 この異議 申 し立て は明

らか に レアリス ム文学的 な企 てだ とい うこ とがで きる。 とい うの も、それは同時代 の社 会

に対 す る糾弾 の行為 だ と解釈す る ことがで きるか らであ る。 『暗黒事件』 において は、マ
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ラ ン(の ちの ゴン ドル ヴィル伯爵)の 誘拐事件 はナポ レオ ンに よる第一帝政時代 を背景 と

して展 開され る。本作品 の裁判 にお ける弁論 は、 とりわ けこの側面か らまず検討 され なけ

れ ばならない。

この観 点か らす れば、弁 護側の雄弁 さが大 きな重要性 を帯 びるのは当然であ ろ う。 「暗

黒事件』 においては、 とくにこう した雄弁 さを体現 してい るの は弁護士 のグラ ンヴィルで

ある。テ クス トにおいて はまず、判事 た ちの前で は被告がいか に無力 な存在 か とい うこ と

が、代訴人であるボルダ ンの口か ら語 られることになる。

「社会が司法 というものを発明 して以来、告発 された無皐の存在が、裁判官が犯罪に

対 して行使で きるのと同等の力を手にする方法が見いだされたことはなかったので

す。[…]無 罪の人々にはただ論証 という武器があるだけですが、この推論 もまた判事

を動かすことはあっても、陪審員の偏見の前では無力なものなのです」(p.646)

従 って被 告が この裁判 に勝つ のは奇 跡 と しか言 い ようが ない。 しか しボル ダンによれ ば、

グランヴィル はまさに 「彼 が知 るあ らゆる人物の うちで も、 この奇跡 を起 こす能力 を最 も

よ く持 ち合 わせ ている男 」 励 鉱)な のだ とい う。 また別の箇所 におい て も、 グランヴィル

が 「この弁護 を引 き受 けたの は、それが華 々 しい デビューを飾 る絶好 の機会 にな りうるか

ら」(p.642)だ と書か れてい るが、 ここで もまた雄弁家 とい う側 面が強調 されてい ると言

える。

そ して実際 にグラ ンヴィル は口頭弁論 にお いて、弁護士 としての才能 を確実 に示す こ と

にな り、 この犯罪事件 によって彼 は名 を上 げた。 テクス トの 中で は彼 の弁論 は次 の ように

特徴づ けられている。

まず彼 は口頭弁論 を行 うにあたって、 われわれが今 日ベ リエ にお いて賞賛す る ような

情熱 あふ れる雄弁 さを見 いだ した。次 いで彼 には被告 の無罪 につい ての信念 があ っ

た。 これは弁舌 の最 も強力 な武器 とな りうるものである。(p.663)

こう して弁護側の言葉 は突如 として司法 の声、真実 の声 としての意味合 いを帯 びる ことに

なる。 そ して この真実性 は、弁護側 に より発 せ られた言葉 が感情 表現 を伴 うこ とによっ

て、 なお一層強調 され るので ある。 グランヴィル は単 に被 告の無実 を確信 してい るのみ な

らず、 口頭 弁論 において は 「崇高」 であ った り、「熱 く」 な った りす る し、時 には 「叫 び

声」 をあ げることもある(p.671)。 一方被告の ミシューは 「被告席 の台 を大 きなこぶ しで

叩い」て怒 りの気 持ち を表明 した り(p.659)、 グランヴ ィルの口頭弁論の真実性 を裏付 け
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るかの ように涙 を流 した りもしてい る。

グランヴィルの雄弁 な声 によって無実 を証明 され、 ミシューの黄 ばんだ 目か ら涙が あ

ふれ ていか め しい顔 の頬 を伝 う瞬 間 もあった。そ う した時 に彼 は真実の姿 を現 したの

で ある。それ は子供 のように単純で狡猜 な人 間、 しか し生涯 を通 じて一つの思い を抱

き続 けた人 間の姿 であった。 この人物 は突如 として説 明 されたのである。 とりわけ彼

の涙 は陪審員 に大 きな影響 を及ぼ した。(p.663)

社会 に対す る真実 の表現 としての裁判 の言語 とい う概念 にお いて、 この場面 は同時代 に書

か れた他 の有名 な裁判 の場面 に通底 す る ものが ある。 と りわ けス タ ンダールの 「赤 と黒』

の最後 の方 に出て くる裁判 の場面 を思 い浮 かべ る ことが で きるだろ う。そ こで は主人公の

ジュ リアン ・ソ1/ル が、1/ナ ール夫人 に対 して発砲 した罪状 を認 めなが らも、 自らの行為

を説明す る。彼 はそ こで 「自らの身分の卑 しさに反抗 した一人の百姓」 としての思い を打

ち明 けるのである9)。

2.語 りえぬ言葉

だが一方 で、バ ルザ ックにお ける裁判 の場面 の言語 は他 の作家 には見 られない、 もう一

つ の際立 った特徴 を示 してい る。そ れは、バ ルザ ックの作 品に描 かれ る裁判 の場 面で は、

つね に一つ あるい は複数 の謎が大 きな位置 を占めてお り、それが裁判 におい て語 られ る言

葉 を歪 め、あ る意味 でそれ を支配 してい るとい うこ とである。 「暗黒 事件』 に もそれ は当

てはまるが、 ここで は事件 を取 り巻 く二つの レベルの謎 をまず最初 に区別 しておか なけれ

ばならない。

最初 の謎 とい うの は、 この裁判の被告 たちが誘拐が行 われた まさにその 日に、 シムーズ

家 の隠 し財 産であ る 「森の外 れに位 置 してい る館 に隠 された金貨十一万 フラ ン」(p.618)

を取 り出 し、サ ン=シ ーニュの館 に移 そ うとしていた とい うことである。彼 らはこの事実

を隠 さざるをえなか った。 とい うの も、代 訴人 ボルダ ンが語 っている通 り、 もし彼 らがそ

のこ とを公判 の場 で言 えば、全員 が 「泥棒 として徒刑 に科 せ られ る」(p.644)こ とになる

だろうか らであ る。そ して二つ 目の謎 とは、 グランヴィルは何 らかの策謀の存 在 には気付

い ていたが、誘拐 の真犯 人は不 明の ままだ とい うことで ある。 まさに 「これ は私が生涯 目

に した中で最 も暗 い闇に包 まれ た事件 です」 とボル ダンが述懐 してい る通 りで あ り、 「暗

黒事件』 とい うタイ トルが示す通 り、 まさに作者バ ルザ ック も事件 をその ように描 こうと

意 図 していたに違 いない。 ここで強調 してお かな くてはな らないの は、一つ 目の秘密 はそ

れ を隠そ うと した被告た ちの知 るところであ ったが、二つ 目の秘密は物語の最後 まで明か

一4一



「暗黒事件』における裁判の言語

され ることが ない とい うこ とであ る。

か くして、裁判 において語 られ る弁護側の言葉 は、それが真実や正義 を意 図す る もので

あって も、必然的 に欠落 した不完全 な もの とな らざるをえず、 さらには偽 りを含 む もの と

なって しまうのだ。被 告人た ちは時 には隠 し財 産 についての事実 をごまかす ため に嘘 を言

わざるをえなか った り、 この事件 におい て起 こったこ とが らを単 に説 明す るこ とがで きな

い こ とが起 こって くる。裁判の前 にサ ン ニシーニュ嬢 を交 えて語 らってい る場面 で、「わ

れ われの主張 を通す のは難 しいです な」 と言 ったグラ ンヴ ィルに対 し、 ボルダ ンは 「われ

われが もはや真 実 を言 うこ とがで きない 以上、 なお さ らそ うです」(p.644)と 答 えてい

る10)。

こう したことか ら、 シムーズ兄弟 とオー トセール兄弟 はノデムの森 に出か けた理 由を隠

すため に、狼狩 りに出かけたのだ と主張す る しかなかった。

彼 らの遠 出を正 当化す る必要が あったため、被告 たちはそれを狩 りのせ いにす るこ と

を思 いつい た。農民 たちが その数 日前 に森 で狼 を見 かけた と言 ってお り、彼 らはそれ

を口実 にしたので ある。(p.656)

彼 らは同様 に、外 出 した時 間につ いて も虚偽の証言 を した。 「サ ン=シ ーニュの館 で昼食

を取 るために一時 には戻 って きた。そ して三時か ら五時半 まで食事 を取 ったあ と、再 び森

へ とやって きた」(p .655)の だ と主張 したのである。 この ように言 えば、彼 らは誘拐 が行

われた時間帯 にはサ ン=シ ーニュか森 の どちらかにいたことになる。

一方 ミシューの方 は、マ ランに銃 を向 けたこ とはない と主張す る。彼が服 を汚 したのは

「家 に戻 る時 に穴 に落 ちたか ら」で あ り、漆喰 を使 ったの は 「溝道の柵 の杭 を固めるため」

(p.657)だ と説 明 した。 しか しそれ は全 くの偽 りであ り、漆 喰 は財産 を隠 した穴蔵 をふ さ

ぐために用 い られ たのであ り、服 装 の汚 れ もその時 の ものだ ったので ある。 「彼 の服 装の

状態 や、今や 隠 し通せ な くなった漆 喰 の使 用が大 きな重 要性 を帯 び て きたの を見 て取 っ

て、彼 はこうした言い逃れ をひね り出 したのだった」(p.657)と テクス トにはある。

証 人を対象 とした第二 の口頭弁論 においては、謎 めいた策謀が 問題 となった。 そこで は

ゴ ン ドルヴ ィル家の 中庭 に馬で乗 り入 れたのが被告 たちで はない とすれば(と い うの は、

読者 は彼 らが無実 であ ることをすで に知 ってい るので)、 それは誰 なの か とい う点 が重要

となる。被 告 たち も、証人 たち も、あ るい はグランヴィルや ボルダ ンでさえ も、それ ら未

知 の人物 たちが誰 なのか を言 うこ とが で きない。 とい うの は彼 らは単 にそれ を知 らないか

らで ある。 グ ランヴィル もそれが 「ミシュー に非常 に よく似 た人物」(p.660)だ と しか言

うこ とが で きない。同 じくローラ ンス(サ ン=シ ーニュ嬢)は 、た だ遠 出の ときに見 た も
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の をあ りの ま まに報 告 す るだ けで、そ れが何 なのか も説 明で きない の であ る。「サ ン=

シー ニ ュ に戻 る途 中 で煙 を見 て、 火事 か何 か だ と思 った、 と彼 女 は無邪 気 に答 えた」

(p.661)と あ る。 また彼女 は 「風 に飛ば され て きた紙 の燃 えかす の ような ものが乗 馬服の

飾 りひ もや襟の折 り目についてい るの に気 付 いた」(同)と も答 えるが、その煙 や燃 えかす

が何 だったのかにつ いては全 く知 るよ しもないのである。

これまで見 て きた通 り、 これ らの弁護側 の発言 には、言 ってはな らない こと、言 うこ と

がで きないこ とが至 る ところに含 まれてい る。その結果、バルザ ック作品 にお ける裁判の

言語 を特徴 づ けるの は、 こ う した 「語 りえぬ言葉 」 であ り、そ れは 「語 られた言葉 」 と

「語 られない言葉」 の戯 れあ るいはせ め ぎ合 い として機 能 してい る と言 えるのであ る。そ

れ に加 えて、 この欠陥 を含み偽 りに満 ちた言葉 をいっそ う際立 たせ る ように、弁護側 はそ

れぞ れの発言 を体系化 し、 しか も一 つの 「小説」 として組 み立て ようとしさえす る。バ ル

ザ ックの裁判言語が持つ こう した面 は、 しば しばテクス トの中で強調 されてい る。

「それに、弁 護 におい ては完全 な論理体系 を組 み立 てる必要が あ ります。そ こか ら出て

はな りませ ん。 そ して無皐 の うちに滅 び ることです」(p.646)と 、代 訴人 ボル ダンは裁判

に先立 って顧客 である被告 たちに諭 している。そ して実際 に も被告 たちは論理 のほころび

を少 しも見 せ るこ とな く、首尾一貫 した嘘 をつ き通すので ある。 「被告 人全員 が見 事 なま

での ま とま りをもって答弁 した」 とテクス トにはある。そ してす ぐあ とには次の よ うな一

節があ る。

無罪 を証 明す るには、 自らの行動 に関す る明快 で もっ ともらしい説明が な されな くて

はな らない。 したが って弁護側 の義務 とは、告 訴 した側 の嘘めいた小説 に対 抗 して、

真実 ら しい小説 を打 ち出す ことなのである。(p.656)

また前 に述べ た服 の汚 れ と漆 喰に関す るミシューの 「言 い逃 れ」については、 もっ ともら

しい 「作 り話 」 と特徴づ け られてい る。「もし司法 におい て、真実 が非常 に作 り話 めい て

聞 こえることがあ るとすれ ば、同様 に作 り話が非常 に真実 に似 ている ように思 われるこ と

もあ る」(p.657)。 そ してまた最後 に付 け加 えるな ら、 この裁判 は 「ま さに奇跡 的 に もた

らされた新 しい証拠 に よって弁護側 の嘘 が明るみに出」 される ことに よって、す なわち真

実 らしく作 られた小説 が見破 られる ことに よって、原告側 の勝 利 に終 わる ことになった。

誘拐 され た上院議員 マランが沿道で発見 され、彼が被告側 に とって不利 となる動かぬ証拠

を もた らしたので ある。 しか し彼 が発見 され るに至 った過 程 は、誘拐 された ときと同様、

被告 たちにとって も謎 に包 まれたままであった。

このようなバルザ ックの作 品 に登場 す る裁判の場面 にお ける言説の特殊性 は、他の十九
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世紀文学の有名な裁判 の場面 と比較 してみれば より明確 になる ように思われる。

例 えば前 に も紹介 した、ス タンダールの 「赤 と黒』 におけるジュ リア ン ・ソレルの法廷

にお ける行 動 は、 『暗黒事件』 の被告 た ちのそ れ とは正反対 である。 とい うの は、 ジュ リ

ア ンは何 も隠 さず にすべ てを言 う決心 をす るか らであ る。彼 はレナール夫人 に向か って発

砲 した行為 につ いて、 自らを弁護 しよ うとさえ しない。「『殺 人です。 しか も計画的殺人で

す』 と彼 は判事 に も弁護士 に も言 ってい た」11)。そ して弁護士が彼 に向か って、 ピス トル

を手 に取 るところ まで行 ったのは嫉妬心 のせ いだ と主張す れば、「その真偽 いかん にかか

わ らず」(p.774)12)弁 論 には非常 に都合 がいい のだが と持 ちか ける と、 ジュ リア ンは激昂

して、「その忌 まわ しい嘘」(p.775)を 二度 と口にす るなと弁護士 を脅 しさえ している。

ジ ュ リア ンはず っ と 「感 情 的 に な る の を抑 え、何 も言 わ な い 決 心 を固 め て きた 」

(p.781)が 、判決 の場 になる と 「義務 の観念 に身 を焦が され るの を感 じ」 励 鼠)、 裁 判長

か ら何か付 け加 えるこ とが ないか問 われ る と、立 ち上が って発言 を始 める。彼 は 「胸 につ

か えてい たことを全て吐 き出 した」(P.782)と あ る。ジュ リア ンはこの最後 の弁論 で、 「自

分 の犯 した罪は兇暴 なものであ り、 しか も計画的で あって、死刑 に値 する」 励 鉱)と しな

が らも、本質的 には 「卑 しい階級 に生 まれ なが ら幸い に していい教育 を受 け、金持 ちたち

が誇 らしげに社 交界 と呼 んで いる ところに大胆 に も入 り込 もうとした」 励 鉱)こ と、す な

わち 「自らの身分 の卑 しさに反抗 した」(p.781)こ とに よ り罰せ られ るのだ と主張す るの

だが、 ここは作者ス タ ンダールが ジュ リアンの言葉 を通 して 「赤 と黒』全体 を貫 くテーマ

を表現す る ドラマ ティ ックな場面 になってい る。そ こにはバルザ ックの裁判の場面で見 た

ような、何 か を隠 さな くてはいけない とか、あ るいは真 実 を歪めて嘘 をつか ざるをえない

ような状況 は毛頭見 られ ないのである。

フラ ンス十九世紀小説 で有 名な裁 判の場面 と しては もう一 つ、ユ ゴーの 「レ・・ミゼ ラブ

ル』 にお けるシャンマテ ユー事 件のそれが容易 に思 い浮 かぶが、 そこで も裁判 にお ける発

言 に謎 めいた ものは全 く含 まれない。作 品の主 人公 であるジ ャン ・ヴ ァルジャ ンは、正直

な人間 として生 きてい く決心 を固め、地方の町でマ ドレーヌ とい う名 の市長 になっていた。

そ んなある 日、 リンゴを盗 んで捕 まった シャンマ テユー とい う名の老人が ジ ャン ・ヴ ァル

ジャンで ある とされ、裁判 にか け られ ている とい う話 を聞か され る。マ ドレーヌ市長 はそ

の裁判が行 われている町に行 き、法廷 の傍聴席 で様子 をうかが うのである。 そこで彼が 目

に したシャンマ テユー老人 は無実 であ り、 そ もそ もジャ ン ・ヴァル ジャンが誰で あるか も

知 らないのだか ら罪 を告 白す るはず もない。「この追求 と、証 人の一致 を前 に して、被 告

は何 よ りも呆然 と してい るように見 えた。彼 は身振 り手振 りで違 うと言いた げな様子 だっ

た」13)。こう して シャンマ テユー にい よい よ有罪 の判決が下 され ようとした と きに、マ ド

レーヌ氏 は傍聴席 か ら立 ち上 がって、 自分 こそがジ ャン ・ヴ ァルジ ャンである と名乗 り出
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るのであ る。

「あ なた たち は もう少 しで大 きな過 ちを犯 す ところで した。 この男 を釈 放 しな さい。

私 は義務 を果 た します。私が こそが その不幸 な受刑者 なのです。 この場 ではっ きりと

物事が見 えているのは私 だけです。そ して私 はあなた方に真 実 を言い ま しょう。[…]

もうおわか りで しょう。私が ジャン ・ヴ ァルジャンなのです」(p.220)14)

この発言 を受 けて、 テクス トには 「この男の 出現 は、一瞬前 までか くも謎 に包 まれてい た

事件 をす っか り明 らかにす るの に十分 だ った」(p.222)、 そ れは 「電 撃的 な解 明」(伽 の

だった と述べ られ てい る。

今見 て きた二 つの例 において、 『赤 と黒』 の ジュリアン ・ソレルに して も、 『レ ・ミゼ ラ

ブル』 のマ ドレーヌ氏す なわちジ ャン ・ヴ ァルジャンに して も、裁判 の場 においては 「く

もりの ない真実」 を語 ってい るのが印象的で ある。 これ らは 『暗黒事件』 にお ける被告 た

ちの言動 とは対極 にあ るこ とが よ くわか るだろ う。 ここに挙 げた二つ の例 は、両 方 と も

十九世紀 フラ ンス小説 を代表す る有名 な裁判 の場面 であ り、 中で も主人公た ちが発言す る

瞬 間は ドラマ ティ ックな盛 り上が りを見せてい る。バルザ ックの裁判の場面、そ して登場

人物 た ちの発 言 はス タンダールやユ ゴー の例 ほ ど ドラマテ ィ ックで はないか も知 れ ない

が、 しか しそ こに見 られ るの は言 語 の全 く異 な る 次元 の使 い 方 で あ る。 『暗 黒 事 件 』

(1841)は 、年代 的に見れ ば 『赤 と黒』(1830)以 降、 『レ ・ミゼ ラブル』(1862)よ りも以前 に

出版 され てい るの だが、バルザ ック作 品の裁判 にお ける言 語の機 能 は本 質的 な新 しさを

持 った ものだ と言 うことがで きるだ ろう。

ここで再びバ ルザ ックの 『人 間喜劇』 に戻 るな らば、他 のい くつか の作 品 におい て も、

「暗黒事件 』で見 られた ような謎や不完全 な言葉 の存在 を見い だす ことがで きる。例 えば

「赤 い宿屋 』で は、工場 主の ヴァルヘ ンフ ァーが殺 害 され金 が奪 われ た事件 について、罪

をかぶせ られ たプロスペ ル ・マニ ャンは自らが潔 白であ るとい う真 実 を軍法会議の場 にお

い て 「言 う」 ことがで きず、銃殺刑 になって しまう。彼 は犯罪が行 われた前夜 に 自らヴ ァ

ルヘ ンフ ァーに対す る殺意 を抱 いて危 うく犯行 を起 こしそ うになったこ と、そ して無罪 を

主張す るこ とが一緒 に旅 を していた友 人 フレデ リック ・タイユ フェー ルに罪 をかぶせ るこ

とになることなどか ら、無意識 に自らの言葉 にブ レーキを掛 けて しま うので ある。 プロス

ペ ルが処刑 され る直 前 に、 同 じ牢 にいて彼 の告 白を聞いた とい うヘ ルマ ンは次 の ように

言 ってい る。

「彼は自分が有罪 と無罪の両方であると信 じていました。犯罪の誘惑に対 して、彼は
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実際 にはそれに抗 う力が あったので したが、 しか し彼 はそのこ とを思い 出 して、 自分

が眠 ってい る問 に夢遊病 の発作 に よって、彼が 目覚め なが ら夢見 た犯罪 を実行 に移 し

て しまったのではないか と恐 れていたのです」15)

「それ はすで に私が頭の中で考 えた ことに対す る罰 だったのです」(p.105)と 、プロスペ ル

はヘ ルマ ンに対 して打 ち明けている。 そ して彼 の友 人であ るフレデ リック ・タイユ フェー

ルについては、次 のように語 っている。

「『しか しあ なたの道連 れの方 は どうしたのですか?』 と私が彼 に言 うと、彼 はか っ と

なって叫び ま した。 「あ あ、 ヴ ィルヘ ム16)に そんな ことで きるはずが ……』彼 は言葉

を最後 まで続 けるこ とさえで きませ んで した」(pp.107-108)

す なわち プロスペ ルは友人が犯罪 を犯 した可能性 を口に出す ことさえで きないのであ る。

一 方
、『村 の司祭』 に登場 す るジャン=フ ランソワ ・タシュロ ンは、バ ルザ ック作 品 に

お ける裁判 を特徴づ ける 「語 られざる言葉」 の一 つの極端 なケースである と言 うこ とがで

きる。彼 は 「徹底 した黙秘」17)の中に 自ら閉 じこもるが、それ も共犯者 であるヴェロニ ク ・

グララ ンの名前 を出さないためであ った。か くして裁判のすべてが、それ に関す る町の噂

も含めて このタシュロンの 「語 られざる言葉」 を中心 に転 回す ることになるのである。

これ まで地方の一都市が 、毎晩 の聴取 のあ との リモ ージュの 町ほ どに興味 をそそ られ

たこ とはなか った。そ こで は誰 もが裁判 につ いての想像 を膨 らませ た。 あ らゆるこ と

が らが被告 の姿 を巨大 な もの とし、答弁 は皆 の口か ら口へ物知 りげに繰 り返 され、枝

葉 をつけ られ、注釈 を加 えられて、尽 きることのない議論 を惹 き起 こした。(p.691)

ここで は、 タシュロンの黙秘 とい う 「言葉の空 白」 を取 り囲 むように裁判が よ り複雑 で謎

に包 まれ た もの にな り、 さらに噂 とい う言 葉が際 限な く拡張 してい く様子が手 に取 る よう

に感 じられ るだろ う。被告 と して裁判 の焦点 になってい るタシュロ ンは もちろ んの こ と、

毎 日町の名士 たち とともに 自分 の館 で裁 判の行方 を見 守 って いるヴェ ロニ クに とって も、

真実 を口にす るこ とは固 く禁 じられてい る。 こうした謎めいた沈黙 に包 まれ たまま裁判 は

重苦 しい雰囲気の 中で続いてい き、最 後 にジ ャン=フ ランソワ ・タシュロ ンは真実 を心の

中に秘めた まま死 んでい くのである。
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3.話 し言葉 と小 説の叙 述

ここまでの部分 では、バ ルザ ックにお ける裁判 をめ ぐる言語が 、「語 られざるこ と」「語

りえぬ こと」 を中心 として転 回 してお り、「言 われ たこ と」 と 「言 われ なか ったこ と」、言

葉 と沈黙 とのせ め ぎ合 いの場 として定義 される ことを見 て きた。一方、バルザ ック作 品に

お ける裁判場面 のテクス トで は、 これ らの話 し言葉がそれ を取 り囲 んで支 えてい る地の文

す なわち叙述部分 と非常 にはっ きりとした対照 を見せ ている。 とい うのは、小説 にお ける

叙述部分 は全知であるこ とを前提 としているか らである。

裁判 の前か ら、地 の文 では何 らか の企 みが存在す る ことが知 らされる。「工作員 」 たち

の行動が次の ように説明 され るのである。

その とき、覆面 を して手袋 をはめた五人 の男 たちが部屋付 きの召使 い とヴ ィオ レッ ト

に襲 いか か った のだ った。 その男 たちは背格 好 や身の こな し、動 き方な どが オ ー ト

セール兄弟、 シムーズ兄弟、 ミシューに似 ていた。彼 らは猿 ぐつ わの ようにハ ンカチ

で二人の口 をふ さぐと、食器室の椅子 に しば りつけた。(p.623)

だが読者 には、被告 たちが その同 じ時に何 をしていたか もわかっている。 したが って四人

の貴族 と一人 の使用人 を罠 にかけ ようとす る企みが存在す るこ とが 自ずか ら理解 され るの

で ある。 また ミシューが逮捕 されたあ とで、彼 が獄 中か ら送 った とされ る偽の手紙 をめ ぐ

る事件の顛 末 も説 明 され る。

その上、地 の文 においては部分 的な真 実 まで もがほのめか される。す なわちマ ラ ン自身

と彼の友人であ るグレヴァンが この事件 に一枚 かんでいる とい う事実であ る。サ ン=シ ー

ニュ嬢が遠 出の際 に見 た とされる火 につ いて も、小説の叙述 は 「グ レヴァンは火事の痕跡

を きれいに消 した こ とで鼻 を高 くした」(p.662)と 説 明 してい る。 またグラ ンヴィルがマ

ラ ンに 「庭 で何 かの書 類 を燃 や した」か どうか を尋 ね た ときに、マ ラ ンが グ1/ヴ ァン と

「鋭い 目 くばせ」 を交 わ した(p.669)こ とも描写 してみせ るのである。

しか し、小説 のテ クス トは単 に話 し言葉 の部分 と叙述 の部分 を対 置す るばか りで はな

い。興味深 いこ とにこれ らの対 立す る二つの要素 は、同時 に互い に混清す る様相 も見せ る

ので ある。それ は話 し言葉 を表現す るのにい くつかの種類 の話法 を使 い分 ける ことによっ

て行 われ る。時 には一連の ダイアログが直接 話法で書かれ、 また別の箇所で は登場人物 た

ちの話 し言葉が 間接話法 に より伝 え られ る。 またあ る話法か らもう一つの話法へ移行す る

ところ もあれ ば、 ときには間接 話法か ら自由間接話法へ と横滑 りしてい くこともある。 こ

のような変化 は 「暗黒事件』 のテクス トの至 る ところに見 られ、その全 てを引用す るこ と

は とて もで きないが、い くつ かの特徴的 な例 を次に検討 してみ ることに したい。
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被告人質問の最初から、シムーズ兄弟の語る言葉が次の例に見 られるように、間接話法

か ら自由間接話法へ と移行 しているのを見て取ることができる。

彼 らはそれ ぞれ、帰 国 して以来 ゴ ン ドルヴ ィルの土地 を買 い戻 すつ もりでお り、 そ し

て前 日に着 い たマ ラ ンと交渉す るつ も りで、従 妹 のロー ランスや ミシュー と出か け、

言 い値 の基礎 を定 めるために森 を調べ に行 った と申 し立 てた。 この間、 オー トセ ール

兄 弟 は従 妹18)や ゴ タ ー ル と と もに農 民 た ちが 見 か け た 狼 を狩 りに行 っ て い た。

(P.655)

この引用の一文 目は 「と申し立てた」 とある通 り問接話法であるが、二文 目は明 らかに自

由間接話法である。すなわちこの部分は地の文ではあるが、明らかにシムーズ兄弟の申し

立ての内容になっている。だが上の部分でも見た通 り、この部分は被告の問で口裏を合わ

せるための虚偽の申し立てに他ならない。

そして次の例は、間接話法から直接話法へ と移行 している例である。今度はミシューに

対する被告人質問の場面である。前に引用 した部分か ら続ける。

逮捕 され た際 に衣服が汚 れていた ことを正 当化す るため に、彼 は家 に戻 る時 に穴 に落

ちたのだ と言 った。「穴か らよじ登 ろうとしたが もう暗 くて見 えなか ったので、溝道 を

這 い上が ろ うとして踏 ん張 った時 に、足 元で崩れ る石 と言 うなれ ば取 っ組み合 い した

わけなんで さ」 と彼 は言 った。(pp.656-657)

前半 は間接話法、後半 は ミシューの言葉 をそのまま伝 える直接話法 だが、 どち らも虚偽の

申 し立てであることに変わ りはない。

またこれ以外 に も、直接話法 で も間接話法 で もな く地 の文 の一部 であ りなが ら、明 らか

に登場人物 たちの言 った内容 を伝 えている ような文 も見受 け られる。例 えば 「グラ ンヴ ィ

ル氏 は柵 の状態 を検分す るために専 門家 を指 名す る必要 がある ようにい くつかの結論 を提

示 した」(p.658)の ような場合 であ る。それ らの 「結論 」の内容 は示 されないが、 グラ ン

ヴィルがそれ を裁判 の場 で 「話 した」 こ とを前提 としてい る。あ るいは秘密の穴蔵で発見

され たワインの瓶が ミシューに示 され た時 も、彼 は 「それ らを自分の もの と認め たが らな

か った」(p.667)と ある。 これ も当然、 ミシュー の答弁 を踏 まえた上 での もので ある。 こ

れ らの文 もまた、話 し言葉の部分 と小 説の叙述部分 とを媒介す る機能 を持 っている と考 え

られ る。

このように話 し言葉 を伝 えるの に、 さまざまに異 なる様 式が替 わるが わる用い られ てい
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るの は、話 し言葉 と叙 述部分 との境界線 を取払い、話 し言葉 を物語の 中に組み込 んで 同化

して しまお うとす る試みで はないか と考 え られる。 だがバ ルザ ックは どうしてこの ような

試 み を行 うの だろ うか。 もし 「暗黒事 件』 のテ クス トにお いて、裁判 の言語が不 完全 で、

しか も虚偽 に満 ちた もの として提示 されているのな ら、 どうして この話 し言葉 をよ り完全

なはずの語 りの部分 に組み込 もうとす るのか。

それ は恐 ら く、話 し言 葉 の持 つ 自由 さに訴 え るためで はないか と思 われ る。 とい うの

は、話 し言葉 は地 の文 に比べ る とより自由で、 自立的で ある。 とい うの は話 し言葉 はある

秘密 を明 らか にす るこ ともで きれ ば、それ につ いて黙す る こともで き、あ るい は望み のま

まに嘘 をつ くことさえで きるか らである。 それに比べ る と叙述 部分 は物語の必然性 によっ

て制約 を受 けざるをえない。物語 の流 れを追 わな くてはな らない し、語 る内容 を制御 しな

くてはな らない し、(少 な くとも大 っぴらには)嘘 をつ くこともままならない。地 の文 では、

例 えば被告人たちが実 際には無罪であ るのに有罪 だ とい うこともで きないのである。

もしこうした裁 判言語の分析が、話 し言葉 の肯定 的な面 よりは否定 的側面 を より強調す

るように見 えるならば、 この問題 を小 説 のよ り大 きな文脈の 中で見直 してみる ことに しよ

う。す ると、 この作 品 において話 し言葉が持 っている もう一つの役割が見 えて くる。す な

わち、 ここで事件 の謎 について最終 的な解 決 を もた らす のは、物 語の叙述 部分で はな く、

これ もまた話 し言葉 なのである。す なわち ド ・マルセーによる打 ち明 け話がそ うである。

この事件 か ら三十年経 って、 とあ る内輪 だけの親密 な夜会 において、 ド ・マル セーはサ

ン=シ ーニ ュ夫人 とゴ ン ドル ヴィル伯 爵(事 件 当時のマ ラン)と の不和 の理 由 を話 す決心

をす る。実 は事件 はそれが起 こった当時 の もっ と大 きな政治的文脈 に位置づ け られる もの

であ った。 ド ・マルセーは次の ように語 り出す。

「その政治家 たちのほ とん どは もう死 んでい ます し、 もう彼 らに気 遣いす る必 要 はあ

りませ ん。彼 らはすで に歴史 に属す る人物 たちです。そ してその夜の歴史 は恐 ろ しい

もので した。 と言 うの も、私 しかそれ を知 るものが ないか らです。ル イ十八世 もそれ

を哀れ なサ ン=シ ーニュ夫 人に話 しませ んで した し、彼 女がそれ を知ろ うと知 るまい

と、今 の政府 に とって はどうで もいい ことです」(P.689)

す なわちこの瞬 間まで隠されていたこ とが 明 らかにされ るのは、 まさに話 し言葉 に よって

なので ある。その ド ・マルセーの話の中で、裁 判で問題 になった庭 で燃や された紙が 「革

命政府 の宣言、法令、 決定や、 ブ リュメール18日 で政権 に就 いた叛徒 たちを非合 法 とす

る政令」(p.693)な どの書類 であ って、マ ラ ンはフーシェの クーデ ター計画 に加担 してそ

れ らの起草 にあ たったが、 ナポ レオ ンのマ レン ゴにお ける戦勝 に よって計 画が潰 えた た
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め、危険 な もの となった書類 をゴ ン ドル ヴィルの館の穴蔵 に隠 しに きたので あった。 そ し

てこの話の中では、マ ランの誘拐 につい ての真実 まで もが 明か され る。

「五 人の正体不 明の男 ど もは帝 国警察 の手先 で、 ゴ ン ドル ヴィル伯爵が ナポ レオ ン帝

政が もはや揺 る ぎない ものになった と悟 って焼却 しにや って きた印刷物 の包 みを、 同

じく抹 消する役 目を帯 びて きていたので した」(p.695)

すなわちマラン誘拐の真犯人は警察大臣フーシェの手先で、失敗 したクーデター計画の証

拠を隠滅 しにやってきた連中だった というのである。彼 らは印刷物がすでに焼却されたこ

とを知らず、また他の書類を捜索する目的 もあってマランを誘拐 したのであった。

この ド・マルセーによる秘密の暴露は、話 し言葉の持っている絶大な力を象徴するもの

であるが、それはこの論考で考察 した裁判における言語を特徴づける不完全さとは対照的

に見えるか も知れない。 しか しこれら二つの両極端なケースを見比べてみると、話 し言葉

が持つ無限の可能性がそこに示されているように思われる。恐 らくバルザックは、こうし

た話 し言葉の持つ包容力を物語の中に組み入れようとしたのではないだろうか。

おわ りに

バ ルザ ックの小説 『暗黒事件』 は、現在 に至 るまで、主 に政治的 な側面や、当時の司法

制度 とい う側面か ら分析 されるこ とが多 かった ように思 われ る。最近 の論考 として も、例

えば ミシェル ・リシュ トレは初 めに紹介 したペ イテル事件 を改 めて詳細 にわたって取 り上

げ19)、 バ ルザ ックが この事 件へ の 関与 を通 じて、 いか に 「司 法 の深 刻 な機 能不 全」20)と

闘ったか を分析 してい る。 また リュシエ ンヌ ・フラピエ=マ ズユールは、バ ルザ ック作品

中の王党派の陰謀 におけ る登場 人物 の性差 が意味する ものにつ いて考察 した論考21)の 中で

「暗黒事件 』 に も触 れてい る。だが これ まで、 この作 品 に見 られる裁判 にお ける言 語が ど

のようなレ トリック を使 って組 み立て られ、 どう機 能 してい るか について、具 体的 に分析

された ことはあま りなかったようである。

バ ルザ ックの作 品では謎 とい うテーマがつ ねに大 きな役割 を担 ってお り、彼の多 くの作

品が一つ あるい はい くつかの謎 を巡 って転 回す る。 これ らの作 品にお いては、 しば しば何

が言 わ れ、何 が言 われ なかったかが 問題 とな る。そ こで は不完 全 だった り、偽 りだ った

り、あ るいは部分的 に真実で あった りす る言葉がそれ らの謎 について語 られ、人か ら人へ

と巡 ってい くので ある。 『暗黒事件』 な どの作 品に見 られ るバ ルザ ックの裁判 の言語 も、

まさにこう した話 し言葉の特性 とい う観点か ら考察 されるべ きものであろ う。彼 に とって

裁判 とは、 まさに話 し言葉の領域 に他 な らない言葉 と沈黙 との戯れ を、最 も豊か な形で機
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能 させ ることがで きる場 なの である。バ ルザ ックの作 品に裁判 とい うライ トモチ ーフが し

ば しば登場す るのには、伝記 的な理 由 と並 んで、 この ように文学 テクス トにお いて、 そこ

で使 われる言語が いかに機 能 しているか とい う観 点か らも分析 を加 えるべ きであろ う。 こ

う した考察 を組み入 れるこ とによって、政治小 説 としての 『暗黒事件』 の理解 も、 なお一

層深めてい くこ とがで きる ように思われる。

主
、
、
♂

1)『 恐 怖 時代 の 一 挿 話 』 冒 頭 に置 か れ た 代 訴 人 ギ ヨネ=メ ル ヴ ィ ルへ の 献 辞 か ら。 翫6

⑳ ∫304630%∫1α'6776〃 ろin、 乙αCo〃z601∫6乃z4〃zα∫〃6,6ditionpubli6esousladirectionde

P.-G.Castex,Gallimard,Biblioth6quedelaPl6iade,t.VIII,1977,p.433.本 論 考 にお い

て、 バ ルザ ック の 『人 間喜 劇 』 か らの引 用 は この プ レイヤ ー ド版 に拠 る もの と し、 必

要 に応 じて巻 数 と頁 番 号 のみ を示 す 。 なお 『暗 黒 事 件 』 も同 じ第8巻 に収 録 され てい

る。

2)RogerPierrot,17碗07446.Bα1zαc,Paris,Fayard,1994,p.51.こ の 論 考 に お け るバ ル

ザ ック に 関 す る伝 記 的事 実 につ い て は 、 主 に この 本 と高 山 鉄 男 『バ ルザ ッ ク』、 清 水

書 院、1999を 参 照 した。

3)乃 鉱,pp.56-59.ロ ジ ェ ・ピエ ロ は恐 ら くこの 事 件 が 、 バ ルザ ック の作 品 に死 刑 囚が し

ば しば登 場 す る理 由で は ない か と述 べ てい る(p.59)。

4)乃 鉱,pp.348-350.ペ イ テ ル は七 月王 政 時 代 の 国王 ル イ=フ ィ リ ッ プ を批 判 した パ ン

フ レ ッ ト 『洋 梨 の生 理 学 』 を 出版 してお り、 その 一 冊 をバ ル ザ ック に も献 辞 をつ けて

贈 っ てい る。 バ ルザ ック を この 事 件 に引 き込 ん だの は彼 の友 人 で 挿 絵 画 家 の ガ ヴ ァル

ニで あ っ た。

5)L6Cπ7446刀 〃 ㎎6,in五 αCo初44∫6肋 挽α勿6,0ρ.c鵡tlX,1978,pp.690-691.プ レ イ

ヤ ー ド版 の 本 作 品 に付 さ れ た序 文 にお い て、 ア ン ドレ ・ロ ラ ンは作 品 の この 部 分 と現

実 の フ ユ ア ル デス 事 件 との関 わ りにつ い て解 説 して い る(∫∂鉱,pp.627-628)。

6)S.-J.ベ ラ ー ル は プ レイヤ ー ド版 の 『暗 黒 事 件 』 序 文 お よ び注 にお い て、 この 事 件 につ

い て 詳 述 して い る。Cf翫 θ'勿4∂76〃 ∫6励 ∫76,in五 αCo〃z64ゴ6加 〃zα勿6,ψ.c鉱,t

VIII,1977.

7)翫 ε'6〃6∂7甜36励 加,in五 αCo〃z64ゴ6加 〃zα勿6,0φ.c鉱,tVIII,1977,p.671.こ れ 以 降 、

『暗 黒 事 件 』 か らの引 用 は この プ レイヤ ー ド版 第8巻 の ペ ー ジ数 の み を記 す 。

8)こ の 部 分 に つ い て は 、 ベ ラ ー ル が プ レ イ ヤ ー ド版 序 文 にお い て 解 説 を加 え て い る

(p.472-473)○

一14一



「暗黒事件』における裁判の言語

9)Stendhal,L61eoz4966'16.△ リガフ～in(Zヲz6zフ76∫70〃zα〃6∫(7z46∫60〃ψ12'6∫,1,6dition6tablie

parY.AnseletPh.Berthier,Gallimard,Biblioth6quedelaPl6iade,2005,p.781.「 赤

と黒 』 との 比 較 につ い て は、 あ とで さ らに詳 し く触 れ る。

10)ベ ラ ー ル は プ レイヤ ー ド版 の注 の一 つ にお い て、 この 状 況 をペ イ テ ル事 件 に関 連 づ け

て次 の よ う に述 べ て い る 。 「「も はや 真 実 を言 う こ とが で きな い』、 こ こ でバ ル ザ ッ ク

は[…]ペ イ テ ル 事 件 の こ と を考 え て い る の で は な い だ ろ うか 」。 恐 ら くペ イ テ ル は

妻 が 使 用 人 に抱 か れ て い る の を発 見 して 殺 人 を犯 した こ と は今 日 ほ ぼ確 実 とな っ た

が 、 「不 幸 な こ と にペ イ テ ル は最 初 無 実 を主 張 し、 使 用 人 に罪 をか ぶ せ よ う と した。

それ は明 らか に虚 偽 で あ り、 そ の こ とに よ っ て情 状 酌 量 の利 益 を得 る こ とが で きな く

な っ て しま っ た」(《Notesetvariantes》,ρ ρ.ごちpp.1562-1563)。

11)Stendhal,五 θ1ヒoz4966'1θ1V∂ ゴノ～ψ.c鉱,P.774.

12)こ の 段 落 と次 の 段 落 の 「赤 と黒 』 か らの 引 用 に つ い て は、 前 に挙 げ たPl6iade版 の

ペ ー ジ番 号 のみ を示 す 。

13)VictorHugo,五63」M/36η ∂163,in(E初763co〃 ψ1窃6∫,1ヒo〃zα〃 πRobertLaffont,coll.

《Bouquins》,1985,p.212.

14)こ の 部 分 に お け る 『レ ・ ミ ゼ ラ ブ ル 』 か ら の 引 用 に つ い て は、 注13)と 同 じ

Bouquins版 の ペ ー ジ番 号 の み を示 す 。

15)L'ノ1励67∂670πg6,in五 αCo〃z44飽1協 〃zα勿6,ρ ρ.6鉱,tXI,p.107.

16)物 語 で は、 ドイ ツ人 で あ るヘ ル マ ンが も う一 人 の 旅 人 で あ る フ レデ リ ック ・タ イユ

フ ェ ー ル の 名 前 を忘 れ 、 「ロマ ン主 義 や 地 方色 に対 して少 しの敬 意 も払 わ ず に」 ヴ ィ

ルヘ ム とい う ドイ ツ風 の 仮 の名 前 で 呼 ん だ こ とに な って い る。 もち ろ ん こ こで タ イユ

フ ェ ー ルの 本 当 の名 前 が 明 か され な い こ とが 物 語 の 中で 重 要 な意 味 を持 つ の だが 、 こ

こで は それ に は触 れ ない 。

17)「 ジ ャ ン=フ ラ ン ソ ワ ・タ シ ュ ロ ンは最 初 、徹 底 した 黙 秘 を続 け た 。 そ れ は 陪 審 を前

に して証 拠 を突 きつ け られれ ば崩 さ れ る に違 い ない もの だ っ たが 、 そ こ に は司 法 の 知

識 に 通 じた 人 物 、 あ る い は高 度 の 知 性 を持 っ た 人 物 の 指示 が あ る こ とが示 さ れ て い

た」 ¢ θC%7446加11㎎6,in五 σCo挽4漉 θ加 〃zα勿6,qかc鉱,t.IX,p.687)。

18)こ の 従 妹 とは ロ ー ラ ンス の こ とだが 、 そ うす る とロ ー ラ ンス は二 手 に別 れ た グ ル ー プ

の どち らに も参 加 した こ とに な る。 これ は明 らか にバ ルザ ックの 書 き誤 りで あ る。 プ

レイ ヤ ー ド版 の 注 で もこ の こ とは指 摘 さ れ て い る 励 鼠,p.1569)。

19)MichelLichtl6,《Balzacetl'affairePeytel》,in五 且 朋 吻 ∂α1zαc競 鰐2002pp.

101-165.

20)∫ ∂ガ6孟,p.165.
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21)LucienneFrappier-Mazur,《Lecomplotroyalistedans加Co挽64∫6加 辮 α伽:

tra↑tres,h6rosetviragos》,in五 二4〃〃吻 ∂α∠zαo∫6〃〃62005,pp.241-263.


